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平成２１年度 特別研修 研究報告書

意欲的に文章を書く児童を育てる国語科指導の工夫

－表現モデルの作成と活用を通して－

研究企画係 今泉 優理 （小学校教諭)

高橋 崇子 （小学校教諭)

（ ）田中由美子 小学校教諭

Ⅰ 主題設定の理由

中教審答申における国語科の改善の基本方針では、実生活に生きて働き、各教科等の学習の

基本となる国語の能力の育成を求めている。新学習指導要領国語科において求められるのも、

「他教科等の学習や実生活に生きて働く書く力」の育成である 「意欲的に文章を書く児童」。

とは、文章の具体的な書き方を理解するとともに、それを活用しながら文章を書き 「よく書、

けた 「書いてよかった」という成就感や達成感を味わっている児童である。」

しかし、実際には、自分の思いや考えを書いて伝えることに苦手意識をもっている児童は多

い。これは、従来の指導に見られた次のような問題による。

・ 文章を書くための観点を明確にして指導していないため、児童は、具体的な書き方を身に

付けることができないでいる。

・ 文章を書くための観点を理解していないために、児童は自分の書いた文章を評価できない

し、書いたことへの成就感も十分にはもてないでいる。

そこで、本研究では、書く文種に応じた表現モデルを作成し、その活用を通して、文章の書

、 。 、 、き方の観点に具体的に気付かせ 書くことへの意欲を高めていきたいと考えた また それが

「将来的に生きて働く書く力」につながる基盤になると考え、本主題を設定した。

Ⅱ 研究のねらいと課題解決策

１ ねらい

文種に応じた書き方の観点に気付くための表現モデルを作成し、それを活用することが、意

欲的に文章を書く児童を育てるうえで有効であることを明らかにする。

２ 課題解決策

(１) 表現モデルの作成

文章を書く場合、どんな材料を、どのように構成したり、叙述したりしていくかといった

書き方の観点を理解する必要がある。本研究では、理解させたい書き方の観点を、学習段階

を考慮しつつ文種ごとに明らかにし、児童がそれに気付くための表現モデルを作成する。

(２) 表現モデルの活用

① 記述前の段階で、表現モデルＡとＢとを比較する活動を行い、児童が書き方の観点に気

付くことができるようにする。

② 記述後の段階で、書き方の観点に照らして互いの文章を読み合い、よさを具体的に伝え

合う活動を行う。この活動を通して、児童は目的や意図に適った文章が書けたことを実感

することができ、書くことへの意欲を高めていくと考える。
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Ⅲ 課題解決のための具体的実践

【実践１】

１ 教材名 「そうぞうを広げて書こう－『たから物をさがしに 〔３年物語文〕』」

２ 実践の結果と考察

(１) 表現モデルの作成について

物語は、冒頭部で状況や登場人物が設定され、事件とその解決が繰り返されて発端から結

末に至るという特徴をもっている。小学校第３学年の段階では、このような物語の基本的な

特徴が「物語を書く観点」になると考えた。

そこで、本教材における学習で児童に気付かせたい「物語を書く観点」を、以下のように

とらえた。

・全体の構成として「はじまり－なか－むすび」の三つの部分からなること

・ はじまり」では、登場人物や時、場所が設定されること「

・ なか」では、事件が起こり、主人公がその解決に取り組むこと「

・ むすび」では、その後、主人公がどうなったかが書かれること「

このような観点が明確に表れるのは冒険物語である。

「エルマーのぼうけん」や「海ぞくポケット」などの冒険物語は児童のお気に入りである

が、原文は文章自体が長く、児童自身が観点に気付くことは難しい。

そこで、児童に馴染みのある物語「ももたろう 「ブレーメンの音楽隊」の二編を教師が」

短く書き直したものを、それぞれ表現モデルＡ、Ｂとした。そして、このモデルＡとＢを比

、 。べて読む活動を通して 二つの物語に共通する書き方の観点に気付かせていきたいと考えた

表１ 主な学習活動(２) 表現モデルの活用について

○ 表現モデルの活用①（記述前の段階）

第２時で「楽しい物語を書いてみんなに読ん

でもらう」という目的を確認した後に 「物語、

ってどう書くの？」と課題を投げかけた。

そして、表現モデルＡとＢを提示し 「物語、

を書くコツを見付けよう 「そのために二つの」

物語の似ているところ、同じところをさがして

みよう」と呼びかけた。

児童は二つの表現モデルを読んで、どちらも

登場人物に動物が出てくることや 「あるとこ、

ろに…」で始まって主人公が旅に出ること、悪

者を退治すること、最後は幸せ（平和）になる

こと、大きく三つの場面で構成されていること

などに気付いていった。

書くことが苦手なＡ児も、はじめに動物たち

が旅に出ることに気付いてワークシートに書き、その後は考えている様子だったが、友達の

気付きを頷きながら興味深く聞いていた。学習後も「海ぞくポケット」を読み返し、どんな

ふうに書くかを考えている様子が見られた。

二つの表現モデルの共通点を見付ける活動を通して、多くの児童が物語を構成する「はじ

まり 「なか 「むすび」のそれぞれの部分に着目しながら 「物語を書く観点」に気付くこ」 」 、

主な学習活動時間目

。１ ○冒険物語を書いて読み合うという目的をもつ

○表現モデル と を読んで共通点を考え、物A B
２ 語の書き方の観点について話し合う。

＜表現モデルの活用①＞

３ ○話し合ったことをもとに、段落のまとまりご
とに構成メモを書く。

○メモをもとに、１場面を１枚の原稿用紙に下
４ 書きする。
５ ○それぞれの場面が書けたら、ワークシートを
６ つなぎ合わせる。場面と場面のつながりを考

え、付箋紙に書いてそれぞれのワークシート
の初めに貼る。

○書いた物語を友だちと読み合い、観点に沿っ
７ てよさを伝え合う。

＜表現モデルの活用②＞

８ ○交流したことを生かして書いた文章を見直し
９ （推敲 、清書する。）

、 。○清書した原稿用紙を画用紙に貼り 製本する

○学習を通してのふりかえりをする。10
○物語を図書室に置き、感想を伝え合う。
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とができた。

これらの観点は 「物語のコツ」として模造紙に書いて教室に掲示することとし、児童が、

次時以降、これを意識しながら物語を書いていくことができるようにした。また、学習を進

めていく中で児童が新たに気付いた観点（例えば、会話を入れて書いたり、場面と場面のつ

ながりに気をつけて書いたりすることなど）を加えていくことで、児童がさらに工夫して物

語を書いていくことができるようにした。

○ 表現モデルの活用②（記述後の段階）

物語の記述後、各自が「物語を書く観点」に照らして互いの文章のよいところを付箋紙に

書いて伝え合う活動を行った。３年生という学年の発達段階や、書くことへの苦手意識をも

っている児童の実態を考え、改善点よりもよさを中心に伝え合うこととした。

「 物語のコツ』の中のどれが上手にできているかを付箋紙に書いて友達に教えてあげよ『

う 「 物語のコツ』にないことでも、上手だなと思ったところを教えてあげよう」と呼び」『

かけたところ、児童は書いた物語を読み合い、見付けたよさを付箋紙に書き出していった。

、 、 。その後 ３人グループで よさを書いた付箋紙を示しながら口頭で説明する活動を行った

「 はじまり』に主人公の紹介がしっかり書けている 「事件と解決がくわしく書いてある」『 」

など 「物語を書く観点」の中でよくできている観点を相互に伝え合っていった。また 「書、 、

き出しがわくわくしていい 「動物の様子がくわしく書いてある 「主人公の性格が物語に」 」

表れていておもしろい」など 「物語を書く観点」以外のよさについても目を向けた児童も、

資料１ Ａ児の第７時のワークシートいた。

Ａ児は、物語の書き方の

観点を踏まえて文章を書く

とともに 「題名をおもし、

ろくしたり、主人公の女の

子がやさしいので男の子を

強がりにしたり～目を開け

たら森に来ちゃったことを

工夫しました」と書いてい

た。友達からは 「主人公、

のことが、はじまり・なか

・むすびにしっかり書いて

あったのでいいですね 「ガ」

オーというライオンの声が

うまく表現できているので

いいと思います 「会話を使って書いていていいですね 「題名がわくわくするのでいいで」 」

すね」などといった付箋紙をもらった。学習後の感想には 「友達にいいところを書く紙を、

いっぱいもらったのでうれしかったです（以下略 （資料１）と書いた。自分の文章のよ）」

さや工夫を具体的に友達から指摘してもらったことで、文章がよく書けたことを実感するこ

とができ、成就感をもつことができたことが伺える。

他の児童の感想の中にも 「友だちにたくさんよいところを見付けてもらってうれしかっ、

た 「上手に書けているとわかってよかった」など、成就感を味わえたことがうかがえるも」

のが多かった。書くことに苦手意識をもっていた児童も 「書いてよかった 「書き方がわ、 」

かった」という感想を述べている。物語の書き方がわかり、友達に具体的によさを認めても

らう経験をすることで、書くことに自信をもち、書いてみたいという意欲を高めることがで

きたと考える。
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【実践２】

１ 教材名

「まとまりやじゅんじょを考えよう－『生き物ふしぎブックをつくろう 〔３年説明文〕』」

２ 実践の結果と考察

(１) 表現モデルの作成について

説明文は、情報や筆者の主張を読み手に納得してもらうために、具体的な事例などを用い

ながら筋道を立てて書いた文章である。最初に話題提示をして読者を引きつける工夫をした

り、具体的事例を意図的に並べたりするなど、読み手に分かりやすく伝えるための工夫がさ

れている。

児童はこれまでの「読むこと」の学習の中で、そのような説明文の基本的な構成を押さえ

て読む学習は行ってきた。しかし、それを説明文を書くという学習に生かすという経験はほ

とんどしていない。

、 「 」 、 。そこで 本教材の学習で児童に気付かせたい 説明文を書く観点 を 以下の四点とした

・ 「始め（問題提示文 ・中（調べたこと ・終わり（まとめ 」の三段落構成とする。） ） ）

・ 「始め」の段落では、自分の伝えたい生き物について問題提示をする。

・ 「中」の段落では、順序を表す言葉を使いながら複数の具体的事例を書く。

・ 「終わり」の段落では 「中」の事例を受けながら問題提示文に対するまとめを書く。、

表現モデルは、既習の説明文であり内容が把握しやすいこと、題材が生き物であり児童が

書く際の参考にしやすいことなどから「めだか」の一部をリライトし 「めだかの身の守り、

方」という題名をつけ、二種類を作成した。

、「 （ ） 」 、「 」特にここでは 問い－事例 答え －まとめ が論理的一貫性をもっていることや 中

の事例が複数ある方が読み手に納得してもらえることなどに気付かせたいという意図があっ

た。そこで、表現モデルＡは、上記の四つの観点が盛り込まれている説明文、表現モデルＢ

は 「問い」とそれに対する事例が一つしか書いていない説明文とし、双方を比べ読みして、

いこうと考えた。表現モデルＡの方が分かりやすい理由を考えるという活動を通して、上記

の「説明文を書く観点」に気付かせたいと考えたからである。

表現モデルＡは 「始め・中・終わり」の三段落構成とし、始めは問いの文で問題提示、、

、 「 」 。中は身の守り方の例を四つ 終わりは このように を使ってまとめの文となるようにした

また、表現モデルＢでは、中の段落の順序を表す言葉の重要性や事例の数に気付かせるため

に、身の守り方の例を一つだけとし、順序を表す言葉を削除して作成した。

(２) 表現モデルの活用について

○ 表現モデルの活用①（記述前の段階）

第２時では生き物の秘密についての説明

文を書くという目的を明確にした後に、表

現モデル と を２種類提示し 「どちらA B 、

が分かりやすいだろう。なぜ分かりやすい

のだろう 」と疑問を投げかけた （表２）。 。

児童は、表現モデルの比較から、 が分A
かりやすい説明文であることにすぐに気付

いた。

そして 「 このように』という言葉が使、 『

われているので、まとめの段落がすぐ分か

る 「最初に問いの文がある」などという発」

表２ 主な学習活動
主な学習活動時間目

１ ○図書室で本を見て、生き物について説明文を書く

という目的意識をもつ。

２ ○表現モデル と を比較し、説明文を書く観点にA B
ついて話し合う。

表現モデルの活用①＞＜

３ ～ ○本や図鑑から必要な事柄を取り出し、調べたこと

６ を事柄ごとに用紙を分けて書く。

７ ○中の段落について、調べた事柄を並べる順序や接

続語の使い方について考える。

８ ○構成表を基に、段落を意識して、説明文を書く。

９ ○説明文を読み合い説明文を書く観点に沿って気が

付いたことを伝え合う。

表現モデルの活用②＞＜

○交流したことをもとに書いた説明文を推敲し、清10
書する。

○説明文を友達と交換して読み合ったり、２年生に11
読んでもらったりする。
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言を契機に、児童は「始めに問題提示をして、それについてのまとめが最後の段落にある」

という段落構成に気付いていった 「始めと終わりの段落の間には、何が書かれているか」。

と投げかけると、問いに対する答えで身の守り方が具体的に詳しく書いてあることにも着目

していった。

また 「中」の部分について 「身の守り方の例がたくさん書いてあるから分かりやすい」、 、

という発言も見られ、読み手になるほどと思わせるには、複数の具体例が必要であることに

も目を向けていった。さらに 「いくつの身の守り方が書いてあるのか。それはどの言葉か、

ら分かるのか」と投げかけると 「 第一に、第二に』と書いてあって 『第四に』まで書い、『 、

てある」と具体例の提示の仕方に着目した。また、形式段落内のキーセンテンスの位置にも

気付くことができた。このように、読み手に納得してもらうには、複数の具体例や順序を表

す言葉が必要であることに気付くことができた。これらの観点は 「説明文のコツ」として、

模造紙にまとめ、教室に掲示して今後の学習に生かしていけるようにした。

気付いた観点に沿って書く活動では、段落を意識できるように、始めと終わりの段落を先

に書くようにした。始めの段落は問いの文で話題提示、終わりの段落には「このように」を

入れてまとめの文を先に書くことで、児童は論理的一貫性のある文章を、段落を意識して書

。 、「 」 、 、くことができた また まとめ を先に書いたことで 自分の伝えたいことが明確になり

「中」の段落にどのような事例が必要かを考えて材料を選択して書くことができた。

資料２ Ｂ児の第９時のワークシート○ 表現モデルの活用②（記述後の段階）

清書前の段階で、書く観点に沿

って友達の書いた説明文を読み合

。（ ）う活動を行った 表２の９時間目

「 説明文のコツ』の中のどれが『

上手にできているかを、付箋紙に

書いて友達に教えてあげよう」と

呼びかけたところ、児童は互いの

書いた説明文を読み、見付けたよ

さを付箋紙に書き出していった。

Ｂ児は、友達から「はじめの段

落に問いの文があって何を調べた

のかがよく分かった 「つなぎ言葉」

があって分かりやすかった 「中の」

段落の一文目は大事な文、二文目

からはくわしく書いてあってよく

分かる」と自分の説明文のよさを

付箋紙に書いてもらった。友達からよさを認めてもらうことで、自分の説明文が友達にきち

んと伝わったことが分かり、自分のふりかえりでもよい評価を付けている。また、感想を読

むと「よいところをいっぱい言ってもらってうれしかった 「説明文の書き方がいろいろわ」

」（ ） 。 、 「 」かった 資料２ と書いている 交流をし 友達にほめてもらうことが 書いてよかった

という意欲につながったことが分かる。

児童は 「説明文のコツ」がふりかえりのポイントとなっていることで、相互評価の観点、

が明確になり、友達の説明文のよさを具体的にたくさん書き出すことができた。さらに、友

、 、達から自分の説明文のよさを教えてもらうことにより 自分の説明文のよさに改めて気付き

「上手に書くことができた 「友達に自分の考えを分かりやすく伝えることができてよかっ」

た」と感じることができたと考える。
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【実践３】

１ 教材名 「考えを伝え合って深めよう―『お米を食べてください 〔５年意見文〕』」

２ 実践の結果と考察

(１) 表現モデルの作成について

「意見文」とは、自分の主張を読み手に納得してもらうために、根拠などを筋道立てて論

理的に表現した文章である。児童はこれまでに、身近に起こった出来事や体験を書いたり、

自分の課題について調べて分かったことを報告する文章を書いたりなどしてきた。しかし、

意見文を書く学習は初めてである そこで そのような学習段階の児童にとらえさせたい 意。 、 「

見文を書く観点」を表３のように整理した。そして、これらの観点に児童が自ら気付いてい

けるように、二つの表現モデル

を作成した。

これらの観点の中で特に、こ

の学習段階の児童に気付かせた

いのは、意見文が主張の部分と

それをささえる根拠の部分から

成り立っていること、主張が明

確になるような文末表現である

こと、主張を繰り返すことで読

み手への印象が強まること等である。

そこで、表現モデルＡ、Ｂの作成にあたっては、以下の点に留意した。

・ 表現モデルＡ、Ｂともに「給食を残さず食べよう」と主張する意見文とする。

・ 表現モデルＡは、給食の残量が多いという事実と 「給食を残さず食べよう」という主、

張のみを書いたものとし、表現モデルＢは、表現モデルＡの内容に、主張を裏付ける根拠

を加えたものとする。

・ 表現モデルＢの根拠には、給食について調べて分かったこと、見たこと、聞いたこと、

体験したことなどを盛り込み、児童が主

張の根拠を考える手がかりとなるように

する。

(２) 表現モデルの活用について

○ 表現モデルの活用①（記述前の段階）

本校の児童は 総合的な学習の時間に 米、 「

」 。づくり について調べる学習を行っている

自分たちで米作りを体験する中で、お米を

食べることのよさについても十分理解して

いる。そのような児童に「ＡＬＴがお米を

食べないこと」や「お米を食べない人が増

えていること」を伝え 「お米のよさを意、

見文に書いて伝えよう と呼びかけた 表」 。（

４の１時間目）

、「 」第２時では 意見文の書き方を学ぼう

という学習課題のもと、表現モデルＡ、Ｂを提示して「どちらの意見文に説得力があるだろ

う」と投げかけたところ、全員の児童が表現モデルＢを選んだ。その理由を尋ねていくと、

児童は「Ｂには根拠が書いてあること」や「根拠が三つ書いてあること 「Ｂでは始めと終」

表３ とらえさせたい意見文を書く観点

始め ・困っている事実を書く 「～です 」。
・自分の主張を書く 「～と考えます 」。

〈 ） 「 。」・主張を支える根拠 理由 を書く ～からです
。 「 」「 」中 ・根拠を明確にする 第一に～ 第二に～

・根拠に、見たこと・聞いたこと・調べたこと・
体験したことを書く。

。 「 。」・まとめの文を書く このように～です
終わり ・もう一度自分の主張を書く。

「 、 。」だから ～といいたいです

表４ 主な学習活動

主な学習活動時間目

１ ○お米を食べてほしいことを訴えるための文章を書
くという目的をもつ。

２ ○二つの表現モデルを比較し 「意見文を書く観点」、
〈表現モデルの活用①〉に気付く。

３ ○自分の意見を伝えるために必要な材料を短冊カー
ドに書く。

４ ○書いた短冊カードを並べ、意見文として効果的な
５ 構成を考えながら、意見文を書く。

６ ○書いた意見文を読み合い 「意見文を書く観点」に、
照らして、よく書けたところや直した方がよいと

〈表現モデルの活用②〉ころを伝え合う。

７ ○原稿用紙に清書をする。

８ ○意見文の発表会をする。
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わりに主張が書いてあるので、書き手の言いたいことが強調されていること」などに気付い

ていった。

「 始め・中・終わり』にはそれぞれ何が、どのような表現で書いてあるのだろう」と尋『

ねていったところ 「根拠の部分には 『第一に、第二に・・・』という言葉を使って理由、 、

がいくつ書かれているかが分かりやすくなっていること」や「 ・・・する方がよい』とい『

う文末表現なので筆者の考えであることがよく分かること」など筆者の主張やそれを支える

根拠が、どのような表現で書かれているかということにも目を向けることができた。

このようにして児童が気付いた「意見文を書く観点」は、ワークシートに整理するととも

に、教室に掲示しておき、以後の書く活動に随時生かしていくことができるようにした。

○ 表現モデルの活用②（記述後の段階）

意見文の下書きが終わった段階で、互いの意見文を読み合う活動を行った。

まず児童は 「意見文を書く観点」に照らして互いの意見文を読み、よくできている点を付、

箋紙に書き出していった。その後、書いた付箋紙を使って互いの意見文のよさを口頭で伝え

。 、 、 、る活動に取り組んだ また その際には 友達の意見文を読んで気付いた改善点についても

口頭で伝えていくことを呼びかけた。

Ｃ児は、書くことに苦手意識をもっているが、自分の書いた作文に対して友達から「 始『

』 」 「 」め に困っている事実をたくさん書いている ことや お米を食べてほしい気持ちが伝わる

こと 「主張がよく書けている」ことなどを指摘され 「主張の仕方が分かってうれしい」、 、

という感想を発表した。

児童の中には、交流で得たアドバイスを基に自分の意見文を読み直し、推敲して文章を練

り上げようとする児童もでてきた。また、友だちからもらう付箋紙には 「お米を食べてほ、

しいという気持ちが伝わってくる 「お米のよさがたくさん書いてある 「なるほど、と思」 」

えるような根拠が三つも書かれている」など、意見文の書き方に関わるよさが多く書かれて

いたことから、意見文の書き方の観点をしっかりとらえて友達の文章を読んでいることがう

かがえた。

交流後の感想では 「意見、

文の書き方がわかった 「意」

見文がよく書けてうれしい」

「みんなからほめられてうれ

しい」といった記述が見られ

た （表５）。

このことから児童は 「意、

見文を書く観点」に照らして互いの文章のよさを交流し合ったことで、自分の文章がよく書

、「 」 。けたことを実感するとともに 書いてよかった という思いをもつことができたと考える

Ⅳ 成果と課題

○成果

・ 表現モデルを活用した「書く観点」を明確にする活動を通して、児童は文章の書き方を具

体的に理解することができた。

・ 記述後の交流では 「書く観点」に即して読み合い、よさを具体的に指摘し合うことで、、

自分の文章をよりよくするための観点に気付いたり成就感をもったりすることができた。

○課題

、 「 」 。・ 学年内や学年間の系統を踏まえ 文種ごとに 書く観点 を明らかにしていく必要がある

）表５ 児童が書いた交流後の感想（全児童２２名 複数回答
感 想 人数

意見文の書き方がわかった。 人6
自分の意見が伝わるとうれしい。 人6
意見文がよく書けてうれしい。 人4
みんなからほめられてうれしい。 人3
また、書きたい。 人3
難しかった。 人3
書いて、楽しかった。 人2
友だちの書き方のよいところが発見できてよかった。 人2
友だちの作文から気持ちが伝わってきた。 人1
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国 語 科 学 習 指 導 案 

 
小学校３年   指導者 高橋 崇子 

 
１ 目指す言語能力  

[指導事項ウ] 段落のまとまりに気を付けて書くこと 
[指導事項エ] 書こうとすることの中心を明確にしながら、段落と段落との続き方に注意して書くこと 
 

２ 単元名   そうぞうを広げて書こう 
        「たから物をさがしに」 
 
３ 考察 

（１） 児童の実態（男子１０名 女子１６名 計２６名） 
＜関心・意欲・態度＞ 
 書くことが「好き」と答えている児童が全体の５０％、書くことに苦手意識をもっている児童が全

体の２５％程度いることから、自分の伝えたいことを文章に表す活動については、意欲・関心の差が

大きいことがわかる。苦手意識をもっている児童は、その理由として、どう書いていいか分からない

という表記上の課題や、書くことを見付けられないという取材上の課題を挙げている。また、書くこ

とが「好き」と答えている児童の多くが、その理由として自分の思いを伝えられるよさを挙げており、

書いてみたい文種として、一番多かったのが物語や詩などの創作であった。 
１学期に学習した「おもしろいもの、見つけた」では、社会科の学習で行った学校のまわりの探検

で見付けたことを友達に知らせるという相手意識・目的意識を明確にして書くことで、伝えたいとい

う意欲をもって報告文を書くことができた。また、招待状を書く学習や本の帯作りをする学習では、

モデルからどのように書いたらよいかを話し合う活動を通して、書き方を知り、多くの児童が意欲的

に書く活動に取り組むことができた。 
相手意識や目的意識を明確にし、書き方をしっかり身に付けていくことで、児童は自信をもって活

動に取り組むことができ、苦手意識をなくしていけるのではないかと考える。 
＜書くこと＞ 
 １学期に行った「おもしろいもの、見つけた」で、児童は伝えたいことを取材し、事柄ごとに段落

を分けて分かりやすく書く活動を経験している。取材した中から書きたい事柄を選び、メモをもとに

段落のまとまりごとに順序を考えて書くことができた児童が多かった。段落ごとに改行し、一字下げ

て書き始めるということもほとんどの児童が意識して学習ができた。  
ただ、これらの技能を生活日記や作文等で意識して活用できる児童は限られており、しっかり身に

付けさせる必要性を感じる。また、これまでに招待状や観察日記、報告文など、さまざまな文種を書

く活動を行ってきているが、文種に応じて適切に書き分けることは難しい。どのようなことに留意し

て書くかという観点を明確にすることが大切であると感じる。 
＜言語事項＞ 
 音読発表会の招待状を書く活動や、「おもしろいもの、見つけた」の学習や、１学期から続けてい

る生活日記などから、段落のまとまりを意識して書いたり、段落の始めの改行を適切にしたりできる

児童は増えてきている。また、会話文の改行が適切にできる児童は全体の６０％程度である。句読点

や送り仮名などを正しく書いたり、学習した漢字を正しく使って書いたりするなどの表記がしっかり

身に付いていない児童も数名いるため、個人差が大きいといえる。 
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 （２） 教材観 

 本単元は、小学校学習指導要領国語科第３学年及び４学年の内容Ｂ「書くこと」の「ウ 段落のま

とまりに気を付けて書くこと」「エ 書こうとすることの中心を明確にしながら、段落と段落との続

き方に注意して書くこと」ができるようになることを主なねらいとしている。新学習指導要領におい

ては、「イ 文章全体における段落の役割を理解し、自分の考えが明確になるように、段落相互の関

係などに注意して文章を構成すること」の内容として位置付けられている。 
本教材は、「たから島の地図」をもとに、想像をふくらませて物語を書く活動が中心になっている。

児童は、2 年時の「こんなお話を考えた」で、絵をもとに想像して自由に物語を書く活動を経験して

きている。さまざまな困難や障害に出会い、それらを乗り越えながら目的地にたどりつくという冒険

の物語は、児童にとってはテレビやゲームの世界でもなじみ深いものであるので、興味や関心をもっ

て書き進めることができるであろう。また、一枚の地図から、さまざまな物語を生み出すことができ

る本教材は、児童にとってとても魅力的な教材である。書くことに苦手意識をもっている児童にとっ

ても、自由な発想をもとに書くことができるこの教材は、抵抗なく楽しみながら書くことのできるも

のである。 
  目的地にたどり着く方法はさまざまであるが、登場人物がさまざまな危険を回避したり解決したり

しながら宝物にたどり着く物語を想像して書く活動を通して、児童が「はじまり（主人公の紹介やき

っかけ）」「なか（事件とその解決）」「むすび（結末）」という物語の構成に気付き、それぞれのまと

まりを意識して書くことのできる題材であるといえる。さらに、まとまりごとのつながりをどのよう

にするかを考えていくことで、段落と段落の続き方にも注意して書くことができるであろう。また、

モデルの比較を通して書く観点に気付かせ、それを踏まえて物語を書くことは、文種に応じてかき分

ける力をはぐくんでいくことにもつながる。 
 以上のことから、本題材を通して、児童は、書くことを楽しみながら、事柄のまとまりごとに書く

力を身に付けていくことができると考える。 
 

４ 目標 

  地図をもとに冒険の物語を書く活動を通して、物語を構成する「はじまり－なか－むすび」といっ 
た文章のまとまりに気を付けて書くことができるようにする。 

 
５ 指導方針 

 ○「つかむ」過程 
・「エルマーのぼうけん」や「かいぞくポケット」などの冒険物語の読み聞かせを行うことで、自分

もわくわくするような冒険物語を書いてみたいという意欲がもてるようにする。 
・「書いた文章は挿絵を付けて絵本にすることや、それを図書室に置いてみんなに読んでもらう」と

いう相手意識・目的意識をもたせることにより、意欲をもって活動に取り組めるようにする。 
○「追究する」過程 
・二つのモデル文を提示し、比較しながら共通点を話し合うことにより、「物語を書く観点」を明確

にし、それを一人一人がしっかり意識しながら書くことができるようにする。 
・どの道筋を通るか、どんな動物と出会い、どんな事柄が起き、主人公がどのようにそれを解決する

か、どのような結末になるかを想像し、それらをカードに書きながら順序を考えて並べることで、

物語の構成を意識して書けるようにする。 
・場面ごとに、１枚のワークシートに構成メモと下書き用の原稿用紙の短冊を貼ることで、「場面」

を意識して書けるようにする。 
・場面ごとに書いたワークシートをつなげる際に、つなぐ言葉を付箋に書いて貼ることにより、場面

ごとのつながりを意識して物語が書けるようにする。 
・下書きや推敲の際には国語辞典を近くに置かせ、正しい表記で書けるようにする。 
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・学習過程全体において、書いた文章を読み返したり、読み合ったりしながら見直す活動を取り入れ

る。下書きができた段階では、３～４人の小グループで読み合い、よいところを見付け合う活動を

取り入れる。その際、書く観点に沿って交流することにより、「どこがよく書けたか」を実感し、

書く喜びや成就感をもたせるとともに、よりよいものにするためにさらに推敲することができるよ

うにする。 
 ・推敲後清書した原稿用紙は、切り取って画用紙に貼り、挿絵をつけ、絵本にする。一つの場面を１

枚の用紙にまとめることで、段落を意識して物語を書くことができるようにする。 
○「広げる」過程 
・友達と読み合ったり、図書室に置いて、他学級や他学年の児童にも読んでもらうことにより、「書

いてよかった」「また書きたい」という自信や意欲を高められるようにする。 
 

６ 指導と評価の計画（１０時間予定） 
（関心・意欲・態度） 地図をもとに想像をふくらませ、事柄ごとのまとまりを意識して書こうと

している。 

（書くこと） 物語の構成を考え、事柄ごとのまとまりを意識して物語を書いている。 

評 

価 
規 
準 

（言語事項） 句読点や会話の改行などに注意して書いている。 

評価の観点過

程 時 
主な学習活動 

 
評価項目 

［評価方法］ 関 話 書 読 言

支援及び留意点 
（◎十分満足 ☆支援が必

要） 
 
つ

か

む 
 
 
 
 
 
 
 

 
１ 
 
  
 

○冒険の物語を書い

て読み合おうとい

う目的意識をもつ。 
 

○物語を書いて読み合

う活動に興味・関心を

もって取り組もうと

している。 
［発言・観察］ 

 
○

 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

○「エルマーのぼうけん」や

「海ぞくポケット」の読み

聞かせをし、自分たちも楽

しい冒険の物語を書いて

みたいという意欲付けを

図る。 
○書いたものは絵本にして

図書室に置き、みんなに読

んでもらうことを知らせ、

意欲を高めていくように

する。 
追

究

す

る 
 

２ ○モデル文を読み、物

語を書く観点につ

いて話し合う。 
 
＜物語を書く観点＞ 
物語の構成 

 ・はじまり 
 ・なか 
（事件や出来事と 

その解決） 
 ・むすび 
 
 

○二つのモデル文を比 
較し、共通点を話し合

うことにより、物語を

書くために必要な観

点に気付いている。 
［ワークシート・発言］

  
○

 

 
 
 
 
 

 
 
 

○「ももたろう」と「ブレー

メンの音楽隊」の二つの物

語をモデル文として提示

し、共通点を見付けること

により、物語を書く観点に

気付かせる。 
☆観点に気付かない児童に

は、どちらも三つのまとま

りで書かれていることに

気付かせ、それぞれの場面

に共通している部分は何 
かを考えるよう促す。 
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＊はじまりの部分に

登場人物や場面の

設定が書かれてい

る。 

     ◎「様子や気持ちがよくわか

るように書けている」「会

話文が入っている」などの

表現の工夫について気付

いている児童がいたら意

図的に指名し、物語を書く

際の工夫としてまとめて

いくようにする。 
○気付いた観点は、教室に掲

示し、常に意識しながら書

く活動に取り組めるよう

にする。 
 
３ 
 
 
 

○出会った動物との

出来事を一つの場

面として構成メモ

を書く。 

○話し合ったことをも

とに、物語の構成を考

えてメモを書いてい

る。 
［ワークシート］ 

  
○

  ○児童の自由な発想を生か

しつつ、空を飛ぶのでなく

道を進むことや、全部の動

物を敵にしなくてもよい

こと、最後はハッピーエン

ドにすることなど、物語を

書く上でのルールを話し

合えるようにする。 
○登場人物や場の設定や通

る道筋を考え、地図に道順

を書かせるようにする。そ

の後、出会う動物の挿絵が

書いてあるカードを選び、

場面ごとにどのような出

来事が起こりそれをどの

ように解決するか、簡潔に

メモを書くようにする。 

 

４ 
５ 
６ 
 

○メモをもとに、場面

ご 
とに物語の下書き

をする。 
①登場人物や場面の

設定 
②起こる出来事や解

決の仕方 
③結末 

○話し合った観点に沿

って物語を書いてい

る。 
［観察・作品］ 

 
○

 
◎

  
○

○カード式の原稿用紙を用

意し、前時に書いたメモを

貼って 1枚のワークシート

にまとめることにより、場

面ごとに下書きができる

ようにする。 
☆なかなか書き始められな

い児童には、教科書の書き

出しをもとにして、続きを

考えてよいことを伝える。

○分からない漢字や言葉は、

いつでも調べられるよう、

国語辞典を机に置いてお

くようにする。 
○下書きの過程で児童が新

たに気付いた書く観点も、
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新たな観点として教室掲

示に付け足していく。 
○場面ごとの下書きを終え

た時点で、ワークシートを

つなぎ、場面ごとのつなが

りを見直す。必要に応じて

つなぐ言葉を付箋に書い

て貼るようにする。 
７ ○書いた物語を友だ

ち 
と読み合い、交流す

る。 
 

○物語を書く観点に沿

って友達の作品のよ

さに気付いている。 
「ワークシート 
話し合い］ 

 

  
 
○

  ○物語を書く観点をもとに

自己評価と相互評価を行

うこととする。 
○観点を確認しながら、１観

点につき１枚の付箋紙に

よいところを記入した後、

気付いたことを伝えなが

ら渡すようにする。 
○相互評価では、よく書けて

いるところに目を向けさ

せ、成就感を味わえるよう

にする。 
◎書く観点以外のよさにも

目を向けさせていくこと

で、一人一人が表現の工夫

や物語の面白さ等にも気

付き、自信がもてるように

する。 

 

８ 
９ 

○交流したことを生

か 
して、書いた文章を

見直し（推敲）、清

書する。 

○交流して気付いたこ

とを生かして推敲し

ている。 
［作品］ 

 
 
○

 
 
○

○推敲の際は、下書きに赤で

つ 
け足しや訂正を行い、交流

を通して見直した部分が

見えるようにする。 
○観点を意識して見直しを

させる。 
○清書した原稿用紙を、場面

ごとに画用紙に貼らせる。

場面ごとに１枚とし、そこ

にさし絵を入れるなどの

工夫も取り入れ、表紙をつ

けて製本するようにする。

広

げ

る 

1
0 

○仕上がった作品を

友だちと読み合っ

たり図書室におい

てみんなに読んで

もらい、感想を伝え

合う。 

○友だちの作品を読む

ことを楽しんでいる。

 
○

   

○おもしろかったところや、

工夫しているところをカ

ード（付箋）に書いて貼っ

てもらうようにし、また書

いてみたいという意欲に

つなげられるようにする。
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７ 第２時の学習 

 
 
 
 
（１）ねらい 
  ２つのモデル文を比較し、共通点を話し合うことにより、物語を書くために必要な観点に気付いて

いる。 
（２）準備 
   掲示用モデル文（拡大）・配付用モデル文（児童分）・ワークシート・たから島の地図 
（３）展開 

過

程 
学習活動 

（評価項目） 
時

間

支援及び留意点 
（◎支援が必要 ☆十分満足） 

１．掲示した地図を見て、物語を書くことを確

認してから、本時は、物語を書くために必要

な「物語を書くコツ（観点）」を話し合うこ

とを知らせる。 
 
    だれにでも物語を書ける 

５

分

 
 
 
 

○前時の学習を思い出させ、楽しい冒険の

物語を書きたいという意欲を再度もた

せるようにしてから、本時の学習につい

て伝えるようにする。 
 
 

つ

か

む 
 
 
 
 
 

コツをさぐろう！ 
 
 

 
 
 

 
 
 

  

追

究

す

る 

２．二つのモデル文を読み、共通している書き

方について話し合う。 
＜予想される児童の反応＞ 
・動物が出てくる。 
・三つに分かれている。 
・はじめのところで主人公が旅に出る。

・主人公が悪者をやっつける。 
・最後は「めでたしめでたし」。 

 
 評価項目 
 ＜おおむね満足＞ 

物語を書く際に必要な観点に気付い 
ている。 

 ＜十分満足＞ 
物語を書く際に、必要な観点や 
表現の工夫について気付いている。 

      [ワークシート] 
 

25
分

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○二つのモデル文の読み聞かせをしてか

ら、印刷したものを配り、比較させるよ

うにする。 
○二つとも物語文であることを確認し、今

日は、物語を書くときに大切なことを見

付けていくことを伝える。 
○気付いたことをワークシートに書いて

から発表し合うようにする。 
○児童の発言の中から、観点に迫る発言を

広げていけるようにする。 
◎なかなか見付からない児童には、どちら

も三 
つのまとまりで書かれていることに気

付かせ、それぞれの場面に共通している

部分は何かを考えるよう促す。 
☆会話や様子を表す言葉が入るなどの表

現の工夫について気付いた児童がいた

場合には意図的に指名し、「物語を書く

ときに工夫するとよいことの一つ」とし

てまとめていく。 

 
物語文を書く活動における記述前の段階で、２つのモデル文を比較する活動を行うことにより、 
児童は物語における書く観点に気付くことができるであろう。 

 

【授業改善の視点】
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 ３．話し合ったことから、物語を書くためのコ

ツをまとめる。 
 物語の構成について 
  ・はじまり（主人公のしょうかい） 
  ・なか（事けんや出来事とそのかい決） 
  ・むすび（主人公がどうなったか） 
   
 

12
分

○「エルマーのぼうけん」やこれまでに 3
年生で学習した「きつつきの商売」「三

年とうげ」などもそうであったこと、児

童の好きなテレビ番組も一話ごとにこ

のような構成になっていることなどに

ついても触れ、物語を書く観点を明確に

できるようにする。 
◎自分で思い付くことが書けなかった児

童には、板書したことをヒントにして、

大事だと思ったことを書けるようにす

る。 
○話し合ってまとめた物語を書く観点は、

整理して清書し、教室に掲示することと

し、これからの学習を進めていく際に、

常に意識していけるようにする。 
  

ま

と

め

る 

４．本時に話し合ったコツ（観点）をもとに、

冒険の物語を書いていこうというめあてを

もつ。 

３

分

○たから島の地図を見て、次回は、話し合

ったことをもとに物語を書いていくこ

とを伝え、自分にも冒険の物語が書けそ

うだ、書いてみたいという気持ちをもた

せて次時につなげられるようにする。 

 
８ 第７時の学習 

 
 
 
 

 
（１）ねらい 
 「物語を書く観点」に沿って作品を読み合う活動を通して、自他の文章のよさに具体的に気付くこと

ができるようにする。 
（２）準備 
 児童用ふりかえりカード・掲示用のふりかえり項目（拡大）・３色の付箋紙 
（３）展開 

過

程 
学習活動 

（評価項目） 
時

間

支援及び留意点 
（◎支援が必要 ☆十分満足） 

  

つ

か

む 

１．下書きをした物語を読み合い、よりよい

ものにしていこうというめあてをもつ。

友達の作品を読み合い、よいところを 
たくさん見つけ合おう。 

 

５

分

○書いた作品を読み合うことで、よく書け

ているところを褒め合ったり、友達の作

品のよいところを見付けたりして、自分

の作品に生かすことが目的であることを

確認する。 

 
物語文を書く活動における清書前の段階で、互いの文章を「物語を書く観点」に沿って読み合う

活動を取り入れることにより、児童は自分の文章のよさに具体的に気付くことができるであろう。

【授業改善の視点】
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追

究

す

る 

２．物語を書く観点を確認し合う。 
 
＜ふりかえりの項目＞ 
①物語のコツ（ピンク） 
・はじまり（主人公の紹介）、なか（事件と

 その解決）、むすび（どうなったか）が 
 しっかり書けている。 
・会話を入れて書いている。 
・場面と場面のつながりが上手に書けて 
 いる。 
②文字や言葉（黄色） 
・習った漢字を使って書いている。 
・誤字・脱字がなく正しく書いている。 
・句読点や改行に気を付けて書いている。

③その他（水色） 
 

 
３ 観点に沿って友達の作品を読み合う。 
 ○作品を読み、付箋紙によかったところを

  書く。 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○気付いたよさを伝え合う。 

 評価項目 
＜おおむね満足＞ 

  物語を書く観点に沿って、友達の作品 
のよさに気付いている。 

＜十分満足＞ 
 物語を書く観点に沿って、友達の作品 

のよさに気付くとともに、表現の工夫 
など、作品をよりよくする事柄に気付 
いている。  [付箋紙・交流] 
 
 
 

５

分

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２７ 
分

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○拡大した物語を書く観点を提示し、これ

がワークシートにも記してあること、教

室に掲示してある、これまでに話し合っ

てきた観点であることを確認する。また、

これらは、自他の作品を見直す際のふり

かえりの項目であることを確認してお

く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
○ワークシートに友達の作品のよかったと

ころに丸をつけてから、それを①～③の

項目ごとに色を変えた付箋紙（掲示して

ある観点と同じ色）に書かせるようにす

る。 
○どの子も互いの物語のよさを見付け、付

箋を交換し合えるよう、３～４人の少人

数のグループで交流する。 
◎なかなか書けない児童には、ワークシー

トの項目にもう一度目を向け、よかった

ところを見付けられるよう促す。 
☆その他の項目として、表現の工夫やおも

しろさに気付いている児童には、積極的

にそれを見付け、書いてよいことを伝え

る。 
○一人ずつよいところを伝えながら、項目

（色）ごとに付箋を渡すようにする。同

じような感想があったら「わたしも～さ

んと同じで、～。」と言って渡すなど、互

いに発言を聞き合って交流できるように

する。 
○もらった付箋紙は、交流が終わったら、

色ごとに整理してワークシートに貼らせ

るようにする。 
☆項目以外に気付いたよさが書けている児

童に発表させ、工夫を取り入れ、より楽

しい冒険の物語にしていけるとよいこと

を伝える。 
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４．自己評価をし、友達と交流したことをも

とに感想を書く。 
 
  
      

５

分

○友達からもらったカードを読んでから、

改めて自分の作品を見直し、自己評価を

することで、推敲するポイントに気付け

るようにする。 
○友達との交流で気付いたこと、友達の作

品のよさから取り入れたいことなどを含

めて感想を書かせ、推敲に生かせるよう

にする。 
◎たくさん付箋紙に書いてもらったこと

で、自分がよく書けたところに気付き、

「書いてよかった」という自信がもてる

ようにする。 

ま

と

め

る 

５．友達と交流したことを生かして、物語を

清書しようという見通しをもつ。 
３

分

○次回は、友達に教えてもらったことや友

達の作品のよかったところを取り入れ

て、作品を見直し、清書をすることを伝

え、よりよい作品にしようという意欲付

けを図る。 
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国 語 科 学 習 指 導 案
平成２１年１１月２５日(水) 第３校時

３年２組(教室) 指導者 今泉 優理

授業の視点
説明文を書く活動における清書前の段階で、互いの文章を「説明文を書く観点」に沿って読み

合う活動を取り入れることにより、児童は自分や友達の文章のよさに具体的に気付くことができ
るであろう。

Ⅰ 目指す言語能力
○自分の考えが明確になるように、段落相互の関係を考える能力 （ Ｂ 書くこと」ウ）「
○書こうとする事の中心を明確にしながら、段落と段落との続き方に注意して書く能力

（ Ｂ 書くこと」エ）「

まとまりやつながりに気をつけようⅡ 単元名
（ 教材：教育出版３年 「まとまりやじゅんじょを考えて」 ）

Ⅲ 考 察
１ 児童の実態(男子１４名、女子２０名、計３４名)
【国語への関心・意欲・態度】

国語の学習については、意欲的な児童が多く、発言も活発である。書くことについては、６５％の
児童が好きと答えている。書くことが好きな児童は 「書くことがたくさん浮かぶから楽しい 」と、 。
いう理由を挙げている。

一方、嫌いと答えている児童は 「書くことが見つからない 「書きたいことがあるが、どう書い、 」
ていいか分からない 「自分の思いがうまく伝わらない」という理由を挙げている。書くことが嫌い」
な児童も、自分の思いをうまく伝えるための書き方が分かれば、意欲的に取り組めるのではないかと
考える。

また、作文を書いてよかったと思うときは 「先生や家の人にほめられたとき 「長い作文を書き、 」
終えたとき 「すらすら書けたとき」という意見が多かった。書いたものが認められる体験を重ねる」
ことが、書くことへの自信にもつながるのではないかと考える。
【書くこと】

毎日連絡帳に三文程度の日記を書いている。三文程度の文章を書くことは、慣れている。思いつい
、 、 。たことをそのまま書いており 順序や構成を考えて書く 様子を詳しく書くという意識はあまりない

行事の作文では、したことを順序よく書くことはできている児童が多い。気持ちや様子がよく分か
るように会話文を入れたり、まとまりを考え上手に段落を分けたりして書ける児童は七名であった。
作文では 「そして」や「次に」を使って文章をつなげていく児童が多く、事柄ごとのまとまりを意、
識して区切りを考え、中心をはっきりさせて段落を構成する力はまだ身に付いていない児童が多いと
考えられる。

９月の運動会前に、家の人へ運動会の招待状を書く学習を行った。手紙文の形式を学習し、同じ形
。 、 、 。式で招待状を書いた 形式については ほとんどの児童がよく理解し 形式通りに書くことができた

内容については、モデル文を使い、招待状に必要な内容について話し合いを行った。話し合いを通し
、 、 。て 児童は招待状に必要な事柄に気付くことができ 必要な事柄を入れて招待状を書くことができた

相手意識、目的意識が明確であったため、児童は意欲的に取り組み、相手に伝わる内容の招待状を書
くことができた。

交流については、友達の作品を読み合い、誤字や漢字を直すことはよくできた。内容についての交
流は、内容の評価の観点が明確でなかったため不十分であった。
【言語についての知識・理解・技能】

、 。三年生になって習った漢字はたくさんあるが 漢字を正しく使うことに児童の意識に差がみられる
漢字を使えない児童は、使い方がよく分かっていない、漢字で書くことがめんどうくさいなどの原因
が考えられる。また、促音、助詞「は 「を 「へ」の表記の誤りがみられる、主述のねじれがあり、」 」
文脈の整った文章が書けない児童が数名いる。

国語辞典の使い方は、学習しており、辞書を引くことには、意欲的である。

２ 教材観
本単元は、小学校学習指導要領国語科第３学年及び４学年の内容Ｂ「書くこと」の「ウ 自分の考

えが明確になるように、段落相互の関係を考えること 「エ 書こうとする事の中心を明確にしなが」
ら、段落と段落との続き方に注意して書くこと」ができるようになることを主なねらいとしている。

本題材は、本で調べたことを基に、まとまりや順序を考えて説明文を書く学習である。文章全体を
「はじめ・中・終わり」に分け、内容の中心となる「中」の部分をどのように構成するか、内容に応
じてまとまりや順序を考える学習である。

児童は、いろいろなことに興味や関心をもち始め、知りたいことは調べてみようという意欲をもっ
ている。特に、理科の学習で植物や昆虫について学習したり、説明文「めだか」でめだかについて身
の守り方や小さなめだかのからだの仕組みについて読み取ったりしており、生き物についての関心は
高い。

本題材では、まず、生き物について図鑑や事典を使って調べる学習を行う。子どもたちは目的意識
をもって調べ、興味をもったこと、疑問に思ったことなどについて自分が調べて分かったこと、新し
く知ったことを誰かに伝えたい、知ってほしいという思いをもつことになるであろう。
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そこで、次に、調べたことを内容の中心とした説明文を書く活動を行う。生き物のひみつについて
伝えるために 「はじめ」の段落で話題提示をし 「中」の段落で、調べたことを、事柄の内容ごと、 、
に段落を作って書き 「おわり」の段落で答えを書く段落構成とすることで、まとまりや順序を意識、
して書くことができるであろうと考える。

説明文とは 「書き手がある内容を、それについて知りたいと思っている人に要点を整理してよく、
分かるように説き明かす文章」のことである。児童は、今までに説明文という文種の意識をもって書
く活動を行っていない。そこで、二つのモデル文を比較し、説明文にはどのようなことが必要かとい
う「説明文を書く観点」を考える活動を取り入れることで、説明文の書き方を理解し、分かりやすい

。「 」 、 、説明文を書くということを意識させたいと考える 説明文を書く観点 は 書くときにはもちろん
交流する際に、相互評価の観点として活用することで、書く観点を意識して書く力を育てることがで
きると考える。

以上のことから、児童が書くことに意欲的に取り組み、まとまりを意識して説明文を書く力を身に
付けることができるようになると考え、本題材を設定した。

３ 指導方針
【つかむ過程】
・一人ひとりが書いた説明文をまとめ、クラスの生き物ふしぎブックをつくることを知らせる。生き

物ふしぎブックを図書室に展示してもらえるようにすることにより、相手意識、目的意識を明確に
し、説明文を書く意欲をもてるようにする。

・２年生に向けて自分の書いた文章を読み聞かせをする機会を作ることにより、相手に分かりやすい
説明文を書こうとする意欲をもてるようにする。

【追究する過程】
・二つのモデル文を提示し、比較する活動を通して、分かりやすい説明文を書くための観点に気付く

ことができるようにする （説明文を書く観点・・・はじめ、中、終わりの三段落構成・順序を表。
す言葉、つなぎ言葉、材料の数）

・ ○○のひみつ 「○○の身の守り方 「○○のからだの仕組み」などのように題名を決め、生き物「 」 」
の何について書くのかをはっきりさせることにより、一つの生き物についてまとまりを考えて詳し
く書けるようにする。

・今までに学んだ「問いの文 「答えの文」を活用し、はじめの段落を意識できるように、調べるこ」
とを問いの文形式で表現するようにさせる。中の段落は調べたこと（答え 、終わりの段落は「こ）
のように」を使ってまとめをする段落構成とすることで、三段落構成のまとまりを意識して書ける
ようにする。

・調べたり、下書きをしたり、推敲をしたりする際には、国語辞典を手元に置いておき、漢字や意味
を確かめながら正しい表記ができるようにする。

・必要に応じて、絵や図を入れて絵や図と文章を照応できるようにさせることで、分かりやすく生き
物についての説明ができるようにする。

・学習過程全体において、書いたものを読み返したり、読み合ったりしながら見直す活動を取り入れ
る。清書前の段階では、３～４人のグループで読み合い、説明文の観点に基づいた、よいところを
見付け合う活動を取り入れる。説明文を書く観点を基に相互評価・自己評価を行うことで説明文の
観点を再確認させるとともに、分かりやすい説明文にするために推敲できるようにする。

【広げる過程】
・友達と読み合ったり、２年生に読み聞かせをしたり、図書室に置いて他学年の児童にも読んでもら

えるようにすることにより 「書いてよかった 「また書いてみたい」という成就感や達成感を味、 」
わうことができるようにする。

Ⅳ 目標
○本や図鑑で調べたことを基に、生き物のことをまとまりを考えて分かりやすく作文に書くことがで

きる。
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Ⅴ 単元構想

国語科 ３ 年「まとま りやつなが りに気をつ けよう」 「まとまりやじゅんじょを考えて」 指導時期 １１月

目標 評価規準

【関心・意欲・態度】 【関心・意欲・態度】
段落相互の関係を考えながら説明文を書こうとしている。 進 ん で 調 べ 学 習 に 取 り 組 み 、 段 落 相 互 の 関 係 を 考 え な が ら 説 明 文 を 書 こ

【書く】 うとしている。
相 手 や 目 的 に 応 じ 、 調 べ た こ と な ど が 伝 わる よ う に 、 段 落 相 互 の 【 書 く 】

、 、関係などに注意して文章を書く。 文章全体における段落の役割 を理解し 自分の考えが明確になるように
【言語事項】 段落相互の関係を考え書いて いる。

指 示 語 や 接 続 語 が 文 と 文 と の 意 味 の つ な がり に 果 た す 役 割 を 理 解 【 言 語 事 項】
し、使う。 指 示 語 の 示 す 内 容 を 理 解 し 、 接 続 語 に 気 を 付 け て 段 落 を 分 け て 書 い て い

る。

系統 ２ 年「ようす やじゅんじ ょを考えよ う」→３年 「まとまりやつながりに気をつけよう」→ ４年「すじ 道を立てて 考えよう」

全１１時間 予定

小 時 ね らい 主な学習活動 支援・指導上の留意点 評価項目
単 (● は 「 努 力 を 要 す る 」 と 判 断 さ れ る 児 童 へ の (具 体 的 な 評 価 規 準 ・ 評 価
元 具体的な指導） 方法 )

１ ○ 教 材 文 を 読 ん で 学 習 内 容 ○ 教 材 文 を 読 み 、 ど ん な 学 習 ○ 生 き 物 に つ い て 説 明 文 を 書 く 学 習 で あ る こ ○ 生 き 物 に つ い て 関 心 を
つ を 知 り 、 学 習 の 見 通 し を をするのかを知る。 とを知らせる。 も ち 、 進 ん で 本 で 調 べ
か もつ。 ○ 図 書 室 で 本 や 図 鑑 を 見 て 、 ○ で き た 作 品 は ２ 年 生 に 読 ん で も ら う こ と を ようと している。
む ○ 本 や 図 鑑 を 読 み 、 自 分 の 自 分 の 興 味 を も っ た 生 物 に 知らせ、相手意識、目的意識を もたせる。 【関】 (観察 )

調 べ て み た い 生 物 を 選 ぶ ついて知る。 ○ さ ら に 作 品 を 「 ク ラ ス の 生 き 物 ふ し ぎ ブ、
ことができる。 ッ ク 」 と し て ま と め る こ と を 知 ら せ る こ と

で、書いてみたいという意欲を 高める。
＜手 立て１＞

２ ○ モ デ ル 文 か ら 、 説 明 文 を ○ 既 習 の 「 め だ か 」 を 使 っ て ○ 二 つ の モ デ ル 文 を 比 較 す る こ と で 、 違 い に ○ 二 つ の 説 明 文 を 比 較 し
書 く 観 点 を 考 え る こ と が 説 明 文 を 書 く 観 点 に つ い て 目 を 向 け さ せ 、 分 か り や す い 説 明 文 を 書 く 分 か り や す い 説 明 文 を
できる。 話し合う。 観点を考えさせる。 書 く た め に 必 要 な 観 点

○ 始 め ・ 中 ・ 終 わ り の 三 つ の に気付 いている。
大きな段落に分けて 書く ○ 形 式 段 落 内 の 文 の 構 成 や 事 柄 を 並 べ る 順 序 書く (ワークシート )＜手立て２＞ 、 。 【 】

に 筆 者 の 意 図 が あ る こ と に 気 付 い て い る 児説明文を書く観点
追 ① 童 が い た ら 、 意 図 的 に 指 名 し 、 読 む 人 を 引三段落構成
究 始め・・何について調べたのか（問いの文） きつけるための工夫としてまと める。
す 中・・・調べてわかったこと（三つ以上の事柄）
る 終わり・調べたことのまとめ（ このように ～」「

順序を表す言葉②

３ ○ 本 や 図 鑑 を 使 っ て 、 生 物 ○ 本 や 図 鑑 か ら 必 要 な 事 柄 を ○ 「 犬 の か し こ さ 」 な ど の よ う に 「 ～ の ～ 」 ○ 本 や 図 鑑 か ら 必 要 な 事
に つ い て 調 べ 、 調 べ た こ 取 り 出 し 、 調 べ た こ と を 事 と 題 名 を 考 え さ せ 、 調 べ る こ と 、 書 く こ と 柄 を 取 り 出 し 、 事 柄 ご

～

。６ と を 事 柄 ご と に 書 く こ と 柄 ご と に 用 紙 を 分 け て 書 を焦点化できるようにする。 とに書 くことができる
ができる。 く。 ○ 調 べ た こ と は 、 事 柄 ご と に 用 紙 を 分 け て 書 書く (ワークシート )【 】

く こ と で 、 構 成 を 考 え る 時 に 並 べ 替 え が で
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きるようにする。
○ 意 味 の 分 か ら な い 言 葉 は 国 語 辞 典 で 調 べ 、

自 分 の 知 っ て い る 言 葉 に 書 き 換 え る こ と が
読 む 相 手 に 分 か り や す く 伝 え る こ と に つ な
がることを助言する。

● 図 鑑 の 見 方 が よ く 分 か ら な い 児 童 に は 、 目
次 と 索 引 か ら 調 べ ら れ る こ と を 思 い 出 さ せ
る。

７ ○ 調 べ た 事 柄 を 並 べ 替 え 、 ○ 中 の 段 落 に つ い て 、 調 べ た ○ 題 名 と 合 っ て い る か 、 ま と め の 文 と 中 の 段 ○ 順 序 を 表 す 言 葉 を 使 っ
、 。構 成 を 考 え る こ と が で き 事 柄 を 並 べ る 順 序 や 接 続 語 落 の 事 柄 が 一 致 し て い る か に つ い て 考 え さ て 構成を考えている

る。 の使い方について考える。 せ る こ と に よ り 、 事 柄 を 並 べ る 順 序 を 考 え 【 書 く 】 (観 察 ・ ワ ー ク シ
られるようにする。 ート )

● 順 序 を 表 す 言 葉 を 入 れ さ せ る こ と に よ り 、
書く順序を明確にさせる。

８ ○ 構 成 表 を 基 に 、 段 落 を 意 ○ 構 成 表 を 基 に 、 段 落 を 意 識 ○ 始 め ・ 中 ・ 終 わ り の 三 段 落 、 次 の 事 柄 に ○ 構 成 表 を 基 に 、 ま と ま
識 し て 、 説 明 文 を 書 く こ して、説明文を書く。 移 る と き に は 、 一 字 下 げ て 書 く よ う に す る り に 気 を 付 け て 、 説 明
とができる。 ことで、形式段落の意識をもたせ る。 文を書 いている。

●習った漢字は使うようにさせる 。 書く (ワークーシート )【 】

９ ○書いた説明文を読み合い ○ 書 く 観 点 を 基 に 、 よ い と こ ○ 説 明 文 を 書 く 意 識 を 育 て る た め に 、 書 く 観 ○ 友 達 の 作 文 を 読 み 、 説、
説明文を書く観点を基に ろ を メ モ し 、 口 頭 で も 伝 え 点 に 沿 っ て 自 己 評 価 と 相 互 評 価 を す る よ う 明 文 を 書 く 観 点 に 沿 っ、
気 が 付 い た こ と を 伝 え 合 合う。 にさせる。 て 、 よ さ に 気 付 い て い
うことができる。 ○ 文 字 や 表 記 の 間 違 い が な い ○ 書 く 観 点 に 沿 っ て よ い と こ ろ を 見 付 け 、 付 る。

か自分で読み直す。 箋 紙 に 書 き 出 し 、 付 箋 紙 を 渡 し な が ら 口 頭 【書く （ワークシート）】
でも伝え、発言を聞き合えるよ うにする。＜手立て３＞

○ 推 敲 し た 説 明 文 を 丁 寧 に ○ 作 文 用 紙 に 丁 寧 に 書 き 写 ○ 挿 絵 は 文 章 と 対 応 す る よ う に 、 よ く 分 か る ○ 推 敲 し た 説 明 文 を 丁 寧10
清書することができる。 す 。 必 要 に 応 じ て 挿 絵 を か ような書き方ができるようにす る。 に書き 写している。

く。 【書く】 (ワークシート )

○ 書 い た 説 明 文 を 友 達 と 交 ○書いた説明文を読み合う。 ○ 友 達 の 説 明 文 の よ か っ た と こ ろ を 発 表 さ せ ○ 説 明 文 を 読 み 合 う こ と11
広 換して読み合う。 ることで、よいところを確かめ 合う。 に 意 欲 的 に 取 り 組 も う
げ ○感想を話し合う。 と し て い る 【 関 】 (観。
る 察 )

○ 友 達 の 説 明 文 の よ い と
こ ろ を 見 付 け 、 発 表 し
ている 【書く】 (発表 )。
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Ⅵ 第２時の学習

１ ねらい
二つの「モデル文」を比較し、分かりやすい説明文はどちらかについて話し合いをすることによ

り、説明文を書くために必要な観点について気付くことができる。

２ 準 備
掲示用モデル文二種類（ めだか」リライト ・配付用モデル文（児童分 ・ワークシート「 ） ）

(☆は 規準に達するための支援)３ 展開 B

学習の流れと児童の様子 活 動 へ の 支 援 評価過程 時間

○本時の学習のめあてを ５ ○本時の学習は 「説明文を書くコツ（観点 」、 ）
つ つかむ。 を考えることを伝える。
か

めあてむ
説明文を書く名人になるために、分かりやすい説明文を書くコツを見つけよう。

○二種類のモデル文を読ん ○各自読んだ後に、モデル文を指名して音読さ
でどちらが分かりやすい せる。
説明文か、またその理由
について考える。

☆始めにワークシートに自分の考えを書かせる発問
、 。どちらがなるほどな ことで 自信をもって発表できるようにする

、 、あと思う分かりやすい ☆どちらが分かりやすいか なるほどと思うか
説明文でしょう また 全員に判断させ、挙手させる。。 、

追 そう考えた理由は何で ○理由は、文章の言葉を根拠に述べることがで30
しょう。 きるようにする。

究

＊予想される児童の考えす
◎ の方が分かりやすい。A

る 理由
○形式段落（文）がたくさんあるから。
○いろんな方法で身を守ることが書いてあるから。
○「第一に、第二に」など順序を表す言葉があるから。
○「このように」があって、前書いてあることのまとめがあるから。
○身の守り方だけでなく、その理由が書いてあるから。
○「身を守ります 」という言葉が何度も出てきているから。。
○問いの文があるから。

○読む人が分かりやすい説 ☆「順序を表す言葉 「このように」の言葉を」
明文を書くために大切な 線で囲むようにすることで、分かりやすく説
ことについて話し合う。 明するための大事な言葉であることに気付け

るようにする。 ○説明文を書
○「問いの文」の発言を基に、文章全体の構成 くときにどの

の仕方について考えさせることで 「はじめ ように書けば、
・なか・終わり」の三段落構成について気付 分かりやすい
けるようにする。 文章になるか

☆はじめは赤、なかは青、終わりは緑で囲むこ を言葉を根拠
。とで、文章構成を視覚的に捉えやすくする。 に考えている

○「いろんな方法で身を守る 「たくさん書い 【書く】(ワー」
てある 「理由が書いてある」の発言を基に、 クシート)」
一文目で身の守り方、二文目以降で詳しく説
明しているという形式段落の中の文章構成に
ついて気付けるようにする。

ま ○分かりやすい説明文の書 ○分かりやすい説明文を書くためのコツについ10
と き方についてワークシー て分かったこと(段落構成・文章構成について
め トにまとめる。 など)をワークシートに書かせることで、今日
る の学習を振り返らせる。

○次時はこのコツを使って説明文を書くための
材料集めをしていくことを伝え、分かりやす
い説明文を書いてみたいという気持ちをもた
せ、次時につなげられるようにする。
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第９時の学習

１ ねらい
書く観点を基に、作品を読み合う活動を通して、自他の文章のよさに具体的に気付くことができ

る。

２ 準 備
児童用振り返りカード・掲示用振り返り項目・付箋紙

(☆は 規準に達するための支援)３ 展開 B

学習の流れと児童の様子 活 動 へ の 支 援 評 価過程 時間

○本時の学習のめあてを ５ ○本時の学習のめあては、友達の作品を読み合
つ つかむ。 い、よいところを伝え合い、自分の作品を見
か 直すことであることを伝える。
む

めあて
友だちの作品を読んで、よいところをたくさん見つけよう。

○分かりやすい説明文を ○掲示した振り返りの項目を音読することで、
。書く観点を確認する。 よいところを見付ける観点となるようにする

○振り返りカードの項目は説明文を書く観点で
もあることを確認することで、分かりやすい
説明文を書けているか、相互評価できるよう
にする。

追 ○観点に基づいて友達の ○３～４人のグループで、友達の作品をじっく
究 作品を読み合う。 り読み合うことができるようにする。
す ○書く観点を意識させるために、振り返りカー
る ドに○を記入してから付箋紙によいところを

具体的に書かせるようにする。30
☆なかなか書けない児童には振り返りカードの 観点に基づいて

項目についてよいところを見つければよいこ 友達の作品を読
とを伝え、それについて書くよう助言する。 み、その作品の

よさに気付いて
○友達の作品のよさを伝 ○一人ずつよいところを伝えながら、付箋紙を いる。

え合う。 渡すようにさせる。同じような感想があると 【書く】(ワーク
きは、一緒に渡すようにさせることで、友達 シート)

、 。の考えを聞きながら 交流できるようにする
○もらった付箋紙は交流が終わった後に、整理

して自分のワークシートに貼るようにさせる
ことで、自分の作品を推敲するときにもう一
度読めるようにする。

○自分の作品について自 ○友達から聞いた感想やもらった付箋紙を読み
己評価をし、交流した 直し、相手に分かりやすい説明文が書けたか10

ま 感想を書く。 の参考とすることで、振り返りの観点を基に
と 自分の作品を客観的に評価することができる
め ようにする。
る ○友達との交流で気付いたこと、友達の作品の

、よさなど取り入れたいことを書かせることで
自分の作品のよさに気付けるようにする。

○交流したことを生かし ○友達の作品のよかったところを取り入れて、
て、清書しようという 作品を見直し、清書することを伝え、よりよ
見通しをもつ。 い作品にしようという意欲をもたせ、次時に

つなげられるようにする。



モ
デ
ル
Ａ

「
め
だ
か
の
身
の
守
り
方
」

め
だ
か
は
、
た
く
さ
ん
の
て
き
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
し
て
身
を
守
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

ま
ず
、
第
一
に
、
小
川
や
池
の
水
面
近
く
で
く
ら
し
て
、
身
を
守
り
ま

す
。
水
面
近
く
に
は
、
て
き
が
あ
ま
り
い
な
い
か
ら
で
す
。

第
二
に
、
す
い
っ
、
す
い
っ
と
す
ば
や
く
泳
い
で
、
身
を
守
り
ま
す
。

近
づ
い
て
き
た
て
き
か
ら
、
さ
っ
と
に
げ
る
こ
と
が
上
手
で
す
。

第
三
に
、
小
川
や
池
の
そ
こ
に
も
ぐ
っ
て
い
っ
て
、
水
を
に
ご
ら
せ
、

身
を
守
り
ま
す
。
近
づ
い
て
き
た
て
き
に
み
つ
か
ら
な
い
よ
う
に
か
く
れ

る
の
で
す
。

第
四
に
、
何
十
ぴ
き
も
集
ま
っ
て
泳
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
、
身
を
守
り
ま

す
。
て
き
を
見
つ
け
た
め
だ
か
が
、
き
け
ん
が
せ
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
仲

間
に
知
ら
せ
る
と
、
み
ん
な
は
い
っ
せ
い
に
ち
ら
ば
り
ま
す
。
そ
し
て
、

て
き
が
目
う
つ
り
し
て
い
る
間
に
、
に
げ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
め
だ
か
は
、
た
く
さ
ん
の
て
き
か
ら
身
を
守
っ
て

い
る
の
で
す
。

モ
デ
ル
Ｂ

「
め
だ
か
の
身
の
守
り
方
」

め
だ
か
は
、
た
く
さ
ん
の
て
き
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
し
て
身
を
守
っ
て

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

め
だ
か
は
、
何
十
ぴ
き
も
集
ま
っ
て
泳
ぐ
こ
と
に
よ
っ
て
、
身
を
守
り

ま
す
。
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国語科学習指導案
平成２１年１０月２７日(火）第２校時

小学校５年指導者 田中由美子

Ⅰ 目指す言語能力

全体を見通して、書く必要のある事柄を取捨選択したり整理したりすること

考えを伝え合って深めよう 「お米を食べてください」Ⅱ 単元名

Ⅲ 考 察

（男子１０名、女子１２名、計２２名）１ 児童の実態

【国語への関心・意欲・態度】

児童は、毎日日記を書くことに取り組んでいる。書く題材や分量はさまざまであるが、自

分の思いや考えを書こうという意欲をもって取り組んでいる児童が多い。そのためもあり、

「書くことが好き」と答える児童が全２２名中１７名と多い 「嫌い」と答える児童の理由。

、「 」「 、 」は 書くことが思い浮かばない 書きたいことはあるが どう書いてよいのかわからない

「作文を書く意図がわからない」というものである。書くことが好きという児童でも、作文

を書くときに困ることとして 「書くことが思い浮かばない 「書き出しがわからない 「自、 」 」

分のいいたいことが伝わらない」ということを挙げている。児童は、自分の思いや考えを相

手に伝えたいという願いはもっているものの、的確に伝えるにはどうしたらよいのかという

悩みを抱いていることがうかがえる。

また、作文を書いてよかったと思うときは 「教師や家の人、友だちに褒めてもらったと、

き 「自力で書き上げられたとき 「書きたいことがすらすら書けたとき」であるという児童」 」

が多い。

以上のことから、児童に書く意欲をもたせるためには、まず、書くことへの必要感を高め

る場を工夫し 「だれに、何のために書くのか」といった相手意識、目的意識をはっきりさ、

せることが大切であると考える。また、自分の書いた文章のよさを認め合う場を設定してい

くことで「書いてよかった 「また、書きたい」という意欲につなげていきたい。」

【書く能力】

１学期の「書くこと」の単元『情報を整理して書こう』では、総合的な学習や社会科の学

習と関連付け 「おいしい米作りのひけつ」について調べたことを報告する文章を書いた。、

米作りにはどんな作業があり その作業にはどんな意味があるのかということについて 始、 、「

め・中・終わり」の構成で「第一に、第二に・・・」など順序を表す言葉を用いて報告文を

書く活動を行った。

２学期に入ってからは 「臨海学校の思い出」という題材で作文を書いた。書き出しや五、

感を働かせて気付いたこと（見えたもの・聞こえた音・におい・会話・感じたこと）などの

表現を工夫しながら書く活動を行った。

いずれの活動の場面でも、書くことの能力の個人差が大きく、自分の思いや考えを適切に

文章表現できる児童もいれば、書きたいことや伝えたい思いはあっても、それをどう書いて

いいかわからずに、筆が進まない児童もいる。

本単元で目指す「全体を見通して、書く必要のある事柄を取捨選択したり、整理したりす

る力」についてでは 「書く材料を集めて並べる」といった書き方はしてきたが、書く目的、

や意図に応じて書く材料を収集したり、文章の組立に応じて書くことを整理したりして、読

み手にわかりやすく効果的に伝えようとする文章は書いていない。

このような児童の書く力の実態を見ると、自分の伝えたいことをわかりやすく伝える文章

を書くために、書く観点をはっきりさせ、書く必要のある事柄を取捨選択したり、文章全体

の構成を工夫したりして書くことができるようにする必要がある。また、観点に沿って文章

を推敲したり文章のよさに気付いたりできるような場を設定することが大切である。
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【言語についての知識・理解・技能】

毎日の日記を書く活動を通して、原稿用紙の使い方に気をつけて書いたり、段落ごとにま

とまりを考えて文章を書いたりできる児童は増えている。しかし、文章にはさまざまな形態

があることや、形態によって構成の仕方や文末表現の仕方が変わってくることなどは、まだ

理解していない。事実と意見の書き分けも、十分にはできていない。

多くの児童は授業中、常時机上に辞書を置く習慣が身に付いてきており、意味のわからな

い言葉があると、すぐに調べようとする姿勢が見られる。作文を書くときも、漢字を調べて

書くような習慣は身に付いてきている。しかし、主語・述語・修飾語の学習をしても、普段

の会話は単語のみの会話で終わっている場合が多い。また語彙が貧弱で、自分の気持ちを伝

える表現は「楽しかった 「うれしかった 「くやしかった 」といった決まり文句で終わ。」 。」 。

ってしまうものも多い。よって、この時期に自分の思いや考えを的確に書いて伝える技能を

身に付けることは、今後、人と人とのコミュニケーションを豊かにしていく上で大切である

と考える。

２ 教材観

小学校学習指導要領国語科第 学年及び 学年の内容「Ｂ書くこと」の目標は 「目的や5 6 、

意図に応じ、考えた事などを筋道を立てて文章に書くことができるようにするとともに、効

果的に表現しようとする態度を育てる」ことである。

、 、 、児童はこれまでの学習の中で 体験したことや感じたこと 自分の思いなどを書く活動や

調べたことを報告文に書く活動を経験している。自分の意見や主張を伝える活動では、ディ

ベート的な話合いを体験している。明確な根拠を挙げながら相手を説得していく話し合いを

通して、筋道立てた考え方や見方が育ってきている 「自分も意見が言えてよかった 「違。 。」

う考え方がわかってよかった 」という感想をもっている。そこで、討論会での「話す・聞。

く」の体験をさらに深め発展させて、自分の意見を筋道立てて論理的に伝える「書く」活動

を取り入れたい。そして、書いた文章を読み合い互いによいところを伝え合ったり、実際に

意見を伝えてその効果を実感したりする場を設定したりすることで 「自分の考えを書いて、

よかった 」という達成感を味わわせたい。。

本単元「お米を食べてください」では、総合的な学習で取り組んだり、社会科の学習で調

べたりした「米作り」を通して、自分の考えたことを「意見文」という表現様式で伝える学

習活動をする。児童は 「米作り」について調べることを通して 「米の生産量も消費量も減、 、

っていること 「日本人の食生活が変化し、それに伴って米離れが進んでいること」などを」

知り 「日本人の主食である米を、もっとたくさんの人に食べてもらいたい」という願いを、

もった。さらに児童は 「米のよさ」をアピールすることで 「米を主食としない外国人も、、 、

米を食べてくれるようになるかもしれない 」という考えももっている。。

「 」 、 。 、意見文を書く という学習は 児童にとって初めての試みである しかしこの活動では

米をあまり食べない外国人という相手に米のよさを伝えるという相手意識や目的意識をはっ

きりもたせることができる。そして 「米を食べてほしい」という自分の主張を相手に納得、

してもらうためには、それを支える根拠となる材料が必要であり、それらの材料を使っての

文章の組立にも工夫が必要である。そこで、本単元では、二つのモデルとなる文章を比較す

る活動を通して、意見文に必要な材料や文章の組立に気付かせていくようにする。

、 、 、以上のことから 児童に相手や目的意識をもたせ 書く必要のある事柄を取捨選択したり

整理したりすることができ、書くことの能力を育てるために有効であると考え、本単元を設

定した。

３ 指導方針

○「つかむ」段階

・ＡＬＴに「お米を食べてほしい」ことを訴える文章を書き 「お米を好きになってもら、

おう」という相手意識、目的意識をもたせる。
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○「追究する」段階

・モデル文から、意見文を書く観点（文章の構成・主張・根拠などの内容や書き方）に気

付かせる。

・書く観点をワークシートに整理し、そのワークシートの観点に沿って書く材料を集めた

り、文章を構成したり、文章の記述や推敲したりできるようにする。

・意見と事実を区別して書けるように、主張や意見・考えは、ピンク色の短冊カードに書

くようにさせ、調べたり聞いたりしてわかった事実や体験などは、水色の短冊カードに

書くようにさせる。

・書いた二色の短冊カードを「組立シート」に並べることで、構成を考えられるようにす

る

・ 組立シート」を３、４人のグループで書く観点に沿って読み合い、よさを伝え合うこ「

とで、説得力のある意見文になっているかどうか、点検し合えるようにする。

・交流の場を設定し、書いたものを読み返したり、読み合ったりする活動を取り入れる。

○「まとめる」段階

、 、 。・３ ４人のグループで読み合い 書く観点に沿ってよいところを見付けるようにさせる

見付けたよいところは、観点別に付箋紙に書いて友だちに渡すようにさせ 「書いてよ、

かった 」という成就感を味わえるようにする。。

Ⅳ 目標及び評価規準

１ 目標

「お米を食べてください」という主張に説得力をもたせるために必要な材料を整理し、

筋道を立てて意見文を書くことができる。

２ 評価規準

おおむね満足できる状況 十分に満足できる状況

「米を食べてほしい」という意見 「米を食べてほしい」という意見を国語への関心・

を伝えるために、根拠となる事柄 効果的に伝えるために、材料を選ぼ意欲・態度

を選ぼうとしている。 うとしている。

主張に説得力をもたせるために必 主張に説得力をもたせるために効果

要な材料を選んで文章を書いてい 的な材料を選んで文章を書いてい書く能力

る。 る。

意見文の構成の仕方について理解 意見文のさまざまな構成について理言語についての

している。 解している。知識・理解・技能

（８時間予定）Ⅴ 指導と評価の計画

◎評価項目時 主な学習活動 □学習への支援

□ＡＬＴが 「カナダ人は、あまり米を書く目的をもつ 、

１ ○「 お米をもっと食べるべきだ』 食べないこと、日本に来てからも、主『

ということを訴える文章を書いてＡ 食はパンが中心であること、米料理を

ＬＴにお米を食べてもらおう」とい よく知らないこと」など、カナダの食

つ う目的意識をもつ。 生活について話してくれたことを思い

出させる。
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□米の耕作面積や農業人口の減少は 「米、

か 離れ」が原因でもあることなど、社会

科資料も提示して、問題意識をもたせ

る。

む □総合学習で“米（ご飯）のよさ”など

について聞いたり調べたりしたことを

書いたワークシートを活用させる。

◎誰に何を伝える文章を書こうとして

いるのか理解している。

（ ）ワークシート

□主張だけの文章（モデルＡ）と、主張「意見文」とはどのような文章か知る

○提示された二つのモデル文を比較し とそれを支える根拠等が加わった文章

て 「意見文」を書くための材料や （モデルＢ）を提示し、以下の点につい、

文章の書き方に気付く。 て考えるように助言を行う。

○モデル文から、自分の考えを明確 ・読み手が「給食を残さず食べた方がい

に伝える意見文の書く観点 いな」という気持ちになるのはどちら「何を・

を考える。 の文章か？どのように書くか」

①構成について ・どうして そういう気持ちになるのか？、

②書く内容について 《児童に気付かせたいこと》

③文末表現について モデルＢの文章は、

①他の人に訴えている感じがするから。

②そう考える理由がきちんと三つ書かれ２

ているから。追

③言いたいことが二回繰り返されている

から。

④調べてわかったことや感想が書か

れているから。

□自分の考えが効果的に伝わるのは、ど

ちらの書き方なのかを確認する。究

□「始め・中・終わり」の構成は共通し

ているが、書き方や書く内容に違いが

あることに目を向けさせる。

◎意見文を書くために必要な観点（組

立・主張・根拠とその書き方）に気

付いている。

（ ）す ワークシート

□短冊カードは二色（ピンク・水色）を書く材料を集める

○自分の意見を効果的に伝えるために 用意する。色を変えることで、自分が３

必要な材料を探し、短冊カードに書 書いている文が事実と意見のどちらな

く。 のかを意識させる。

・ピンク色のカードには、自分の意

見を書く。

・水色のカードには、その考えをもる

つようになった体験や、調べてわ

かったこと、データなどの事実を

書く。

□米について総合の時間に調べたこと、

家の人にインタビューしてわかったこ
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となどを書くようにさせる。

□２～３枚は、書かないと説得力がない

ことに気付かせる。

◎書く観点に沿って、根拠となる材料

を選び出し、書いている。

（ ）短冊カード

□書いた短冊カードをどのように並べた意見文を書く ①

、 、 。４ ○書いたカードを「組立シート」に置 ら 説得力が増すか 試行錯誤させる

いて、意見文として効果的な構成を □段落と段落のつなぎ方を考えさせ、接

考えながら意見文を書く。 続語やつなぐ役割になる文が必要な場

合は、つけ足しをさせる。・

□観点に沿って自分の意見文を読んでみ

て、効果的な構成・相手に自分の考え

が伝わる文章になっているか、 もう

一度確認するようにさせる。５

◎書く観点（明確な主張、根拠、文章

の組立）に沿って、書く材料を選択

して、文章を組立ている。

（ ）組立シート

□「ふり返りのポイント」に沿って書い交流 （読み合い）

○友だちの「組立シート」に書かれた た文章を検討させ、足らない場合は、

意見文を読み合い、観点に沿って、 どう書いたらよいか、アドバイスする６

よく書けているところや直した方が ように指示する。

◎観点に沿って文章を読み、アドバイよい点などを伝え合う。

スしようとしている。○よかったところ、アドバイスを観点

（ ）別に付箋紙に書いて交流する。 付箋紙

□原稿用紙の使い方を掲示しておいて、意見文を書く ②

○原稿用紙に清書をする。 書くときの参考にさせる。

□読み手が読みやすいように、ゆっくり７

丁寧に清書させる。

◎読み手への伝達効果を考えて、てい

。ま ねいに読みやすく書こうとしている

（ ）原稿用紙に書かれた意見文

□ＪＴＥに、通訳してもらい、ＡＬＴにと 意見文の発表会

○ＡＬＴに意見文を伝え、感想を聞 伝わるようにする。

く。 □発表の後、ＡＬＴの感想を聞く。め

□意見文を書いて伝えた感想を発表し合

う。る ８

◎意見文を発表したり聞き合ったりす

ることで、意見文を書くことのよさ

を確かめている。

（ ）学習後の感想文

Ⅵ 第２次の学習
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（１）ねらい

二つのモデル文を比較し、相違点を話し合うことにより、意見文を書くための材料や

文章の書き方に気付くことができる。

（２）準備 (教師） 提示用モデル文二種類・マジックペン・ワークシート・短冊

（３）展開

過 主な学習活動 時間 □学習への支援 ◎評価項目

程 （◆努力を要する児童への手だて）

○ＡＬＴやお米を食べない人たちに、 □日本人の主食であり、長年食べられ

つ 「お米を食べてほしい」という思いを てきた米が、現代は、生産量も消費

訴える文章を書くことを確認する。 ５分 量も減ってきていることをグラフや 表

か で振り返らせる。

○今日の学習では、自分の考えを □総合学習の時間に 「米のよさ」に、

む 相手にわかりやすく伝える方法に ついて調べたり、話を聞いたり、自 分

ついて考えることを知る。 の体験を思い起こしたりしてきた

ことを確認する。

「どのように書いたら、相手は

お米を食べたくなるかな？自分

の意見をわかってもらう文章 意（

見文）の書き方を知ろう 」。

「 、 。」○意見文の書き方の観点を考える二つ □読み手が納得して なるほど そうだ

のモデル文を比較して、説得力のあ とわかってくれるのは、どちらの文章

る書き方をしている方を選ぶ。 なのか、考えさせる。

◆Ａには書かれておらず、Ｂに書かれて

いるものは何か、見比べさせる。

《Ｂの方が伝わる》

①他の人に訴えている感じがするか

ら （～ほうがよい）。

②そう考える理由がきちんと三つ書

ふ かれているから。

③言いたいことが二回繰り返されて

か いるから。

④調べてわかったことや感想が書か

め れているから。

○相手に納得してもらえるように自分 ３０ ◆文末表現に目を向けさせて、何が、ど

る の主張を伝えるには 「何を 「どの のような書き方で書いてあるのか、気、 」

ように」書いたらよいのか、意見文 づかせる。

を書く観点について、気づいたこと □ナンバリングをすると、根拠がいくつ

をワークシートにまとめる。 分 あるのか、また、書くときのまとまり

もはっきりしてわかりやすいことをお

さえる。

◆意見と事実（体験）の区別がつくよう
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に、モデル文をまとまりごとに色マジッ

クペンで色分する。

□もう一度、同じように自分の主張を書

、 。いた文がないか 見付けるよう助言する

◆「初め」の段落に書かれていた文と同

じような文がないか、見つけさせる。

意見文を書くための観点（組立・○

主張・根拠とその書き方）に気付い

ている。

（ ワークシート・発表 ）

ま ○今日の学習でわかった意見文の書き １０ □机間巡視をしながら、指名して発表さ

と 方の秘密をまとめる。 せる。

め 分

る

第６時の学習Ⅶ

（１）ねらい

「意見文を書く観点」に即して作文を読み合い、自他の文章のよさに気付くことができ

る。

（２）準備 提示用ふり返りのポイント・ふり返りワークシート・付箋紙

（３）展開

過 主な学習活動 時間 □学習への支援 ◎評価項目

程 （◆努力を要する児童への手だて）

つ ○今日の学習では、友達の作文を読み □３、４人のグループ内で作文を読み

合い、文章のよいところを伝えたり、 合うことを伝える。

か 直した方がよいところをアドバイスし ５分 □観点に沿ってよいところをできるだ

合ったりすることを知る。 けたくさん見つけるように伝える。

む

「友達の意見文のよいところをた

くさん見つけ、伝えよう 」。

○「意見文を書く観点」を確かめる。 □「ふり返りのポイント」を掲示し、

『意見文の書き方』としてまとめた

観点（文章の構成、主張や根拠の

書き方）について確認する。

ふ ○ ふり返りワークシート にある ふ □「ふり返りのポイント」に即して文「 」 『

り返りのポイント （書く観点）に 章を読み、よく書けている点は、ふ』

沿って、友達の意見文を読み合う。 り返りワークシートのチェック欄に

○を付けていくように指示する。
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、か □直した方がよいところがある場合は

口頭で伝えるように話す。

○友達の意見文のよさを伝え合う。 □友達の文章から、よく書けていると

、３０ ころをできるだけたくさん見つけて

め 付箋紙に書き、渡してあげるように

指示する。

◆なかなか書けない児童には 「ふり返、

分 りのポイント」にある項目について

る よいところを見つけ、その項目の言

葉を使って付箋紙に書けばよいこと

を伝える。

○自分の文章を見直す。 □もらった付箋紙は、ふり返りワーク

シートの『メッセージを貼ろう』の

欄に整理して貼るようにさせる。

□付箋紙を読んだり、アドバイスを聞

いたりしたことをもとに、もう一度

自分の文章を見直し、推敲させる。

観点に沿って文章を読み、アド◎

バイスしたりよく書けていると

ころを伝えたりしようとしてい

る。

（付箋紙）

ま ○意見文を読み合った感想を発表した □ふり返りワークシートに今日の活動

と り、聞いたりする。 １０ をふり返った感想を書くことで、意

め 欲的に発表できるようにする。

る 分



五

年

意

見

文

表

現

モ
デ

ル

給

食

を

残

さ

ず

食

べ
よ
う

Ａ
最

近

、
給

食

を

残

し

て

い
る

人

を

多

く

見

か

け

ま

す

。
で
も

、
給

食

は

残

さ

ず

食

べ
る

方

が

よ

い
と

考

え

ま

す

。

- 34 -

給

食

を

残

さ

ず

食

べ
よ
う

Ｂ最

近

、
給

食

を

残

し

て

い
る

人

を

多

く

見

か

け

ま

す

。
で
も

、
給

食

は

残

さ

ず

食

べ
る

方

が

よ

い
と

考

え

ま

す

。

そ
う

考

え

る

理

由

は
、
三

つ
あ

り

ま

す

。

第

一

に
、
給

食

を

全

部

食

べ
る

と

栄

養

の

バ
ラ

ン
ス

が

と

れ

て
、
体

に
よ

い
か

ら

で
す

。
給

食

は

、
栄

養

士

さ

ん

が

一

日

に

必

要

な

栄

養

量

を

計

算

し

て
作

っ
て

い
る

の
で
す

。
だ

か

ら

、
残

し

て
し

ま

う

と

栄

養

が

か

た

よ

っ
て
、
健

康

に
よ

く

な

い
と
思

い
ま

す

。

第

二

に
、
給

食

を

残

す

こ
と
は

、
生

き

物

の
命

を

む

だ

に
す

る

こ
と

に
も

な

る

か

ら

で
す

。
食

べ
物

は

す

べ

て
も

と

も

と

は

生

き

て
い
た

も

の
で
す

。
私

は

、
生

き

た

ま

ぐ

ろ

を

さ

ば

い
て
、
お

さ

し

み

に
し

て
い
る

と

こ

ろ

を

テ

レ
ビ

で
見

た

こ
と

が

あ

り

ま

す

。
そ

の
と

き

、

ま

ぐ

ろ

が

か

わ

い
そ

う

だ

な

と

思

い
ま

し

た

。
だ

か

ら

、
命

を

む

だ

に
し

な

い
で
、
全

部

食

べ
よ

う

と

思

い

ま

し
た

。

第

三

に
、
給

食

を

全

部

食

べ
る

と
、
調

理

員

さ

ん

が

喜

ん
で
く

れ

る

か
ら

で
す

。
調

理

員

さ

ん
は
、

「
く

り

の
皮

を

む

い
た

り

、
す

ま

し

汁

に
入

れ

る

野

菜

を

切

っ
た

り

す

る

の
は
た

い
へ
ん
な

作

業

で
す

。
」

と
お

っ
し
ゃ
っ
て
い
ま

し
た

。
だ

か
ら

私

は

、
苦

労

し
て

作

っ
て
く

れ

て
い
る

調

理

員

さ

ん
に
、

「
残

さ

ず

食

べ
ま

し
た

。
お

い
し
か
っ
た

で
す

。
」

と
、
毎

日

言

い
た

い
と
思

っ
て
い
ま

す

。

こ
の

よ

う

に
、
給

食

を

残

さ

ず

食

べ
る

と

、
自

分

の

体

に
も

作

っ
て
く

れ

た

人

に
も

い
い
こ
と

が

た

く

さ

ん

あ

り

ま

す

。
だ

か
ら

、
給

食

は

残

さ

ず

食

べ
る

方

が

よ

い
と
私

は
い
い
た

い
で
す

。


